
HIECC 主催 

第８回 北海道で考える北東アジア国際情勢シンポジウム 

トランプ政権の対外政策と北東アジアの国際関係 
開催のご案内  （道民カレッジ連携講座指定） 

 

2017 年 1 月に誕生した米国トランプ政権の「アメリカ第一主義」に基づく対外政策が北海道

を取り巻く北東アジアに与えてきた影響を検証しながら、2019 年の北東アジアの国際情勢を

展望します。 

 

日時  平成３１年２月２８日（木） １３：３０～１６：３０ 

会場  ホテルポールスター札幌 ２階「コンチェルト」（札幌市中央北 4条西 6 丁目） 

主催  公益社団法人北海道国際交流・協力総合センター（HIECC） 

後援  北海道、北海道経済連合会、（一社）北海道商工会議所連合会、 

北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター、北東アジア学会、 

毎日新聞社、北海道新聞社 

定員  100 名（先着順・参加無料） 

申込期限 平成 31 年 2 月 25 日（月） 

 

参加申込み・問合せ先： （公社）北海道国際交流・協力総合センター調査研究部（加藤） 

            Tel：011－221－7840    Fax：011－221－7845 

HIECC 専用サイト:http://www2.hiecc.or.jp/regist_form2/ 

E-mail：rchdiv@hiecc.or.jp  

【開会】    13:30 

【基調報告】 13:40～15:00   

① 中戸
な か と

祐夫
さ ち お

  立命館大学国際関係学部副学部長・教授 （北東アジア学会会員） 

「トランプ政権下の北東アジア情勢～朝鮮半島問題、安全保障問題を含む～」 

② 藤野
ふ じ の

 彰
あきら

  北海道大学大学院国際広報メディア・観光学院教授 

（元読売新聞社 上海特派員、北京特派員、編集委員＝中国問題担当） 

「中国から見たトランプ政権の北東アジアへの影響」 

③ 加藤
か と う

美保子
み ほ こ

  北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター 特任助教 

「ロシアから見たトランプ政権の北東アジアへの影響」 

 

【休憩】 15:00～15:10 

 

【ディスカッション （質疑応答含む）】 15:10～16:20 

コーディネーター： 高田 喜博 ハイエック客員研究員 

【まとめ】 16:20～16:30 


